
発生場所 病室 精神・意識障害の有無 リスク

発生場所（その他）

発生内容の分類

転倒転落

発生内容 ベッド端座位状態からのズリ落ち
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無 Ｂ. 物の性能のリスク
Ｃ. 不適切な環境設定・維持管理不足に
よるリスク

関連したもの ベッド

参照

0914 公益財団法人日本医療機能評価機構　認定病院患者安全推進協議会
施設・環境・設備安全部会

概要

患者が昼食を端座位で摂るためベッド右側に端座位で待機していた。配膳しようと訪室すると、ベッド右側に尻餅を
付き、座位の状態で座っていた。

要因

使用していたベッドマットは低反発ソフトタイプであり、マット全体が低反発のため、端座位では深く座らないとズ
リ落ちやすい。

対策

マットは2種のみで、使用したマットは固い方のマットであった。マットの端の形状が少しでも堅いとズリ落ちは低
減できる。同様の事例は年に数件発生している。
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低反発タイプのベッドマット端に座りズリ落ちた。
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